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日中対照言語学会第４９回大会(２０２３年度 冬季大会) 
プ ロ グ ラ ム 

日 時 ２０２３年１２月２４日(日)  ９：２０～１６：３０ (予定) 

会 場 オンライン会議(Zoom) 参 加 費 無料（会員・非会員共通） 

Zoom URL 
https://us06web.zoom.us/j/89587923235?pwd=u7hYixfcfb4NsnWR7h2LX1ufW8CaTf.1 

ミーティング ID: 895 8792 3235 パスコード: 523615 (分科会 A / B / C もこの URL から入ります) 

入 室 開 始 ９：１０～ 

開 催 挨 拶 ９：２０～９：２５ 竹島 毅(大東文化大学)   (総合司会：岡原 丞良(関西大学・非)) 

移 動 時 間 ９：２５～９：３０ 分科会 A/B/C にご移動下さい 

 

分科会 A 

午前の部 

順 番 題 名 発 表 者 時 間 

研究発表 A－１ 中国語の N 上昇の欠如について 
馮 一峰 

(北洋大学専任講師) 
9:30～10:00 

研究発表 A－２ 

付帯状況・継起解釈と動詞の 

意味特徴の関わり 

―連用形接続及び 

対応する中国語表現の観点から― 

山田 祐也 

(立命館アジア太平洋大学

講師) 

共同発表者：堀江 薫 

(関西外国語大学教授) 

10:00～10:30 

司 会 
王 安 

(法政大学) 
 

研究発表 A－３ 
目的語に定名詞句が用いられる 

存現文の描写機能 

時 彦卿 

(名古屋大学・院) 
10:30～11:00 

研究発表 A－４ 
「V スギル」と“V 得太 A 了”の対照研究 

―動詞の特徴を中心に― 

白 雪 

(西安外国語大学・院) 
11:00～11:30 

司 会 
王 学群 

(東洋大学) 
 

 昼 休 憩 11:30～13:30 

 (統一 URL) 
13:30～13:45 

表彰式 日中対照言語学会 論文賞 表彰式 『日中対照言語研究第 25号』 

基調講演 

講演者：下地 早智子(神戸市外国語大学) 

題 名：日本語と中国語における時空間指示とコミュニケーション 

司会：勝川 裕子(名古屋大学) 

13:45～14:45 

 休憩  兼  移動 14:45～14:55 

午後の部 

研究発表 A－５ 

日中両言語における感情形容詞の 

連用用法に関する一考察 

 ―快／不快の感情に着目して― 

万 巨鳳 

(東北大学・院) 

共同発表者：上原 聡 

(東北大学教授) 

14:55～15:25 

研究発表 A－６ 
日本語の比較構文における動詞述語について 

―連用修飾節を伴わぬ動詞を中心に― 

胡 静 

(西安外国語大学・院) 
15:25～15:55 

研究発表 A－７ 
元代の“哏”の意味と用法に関する一考察 

―朝鮮資料を手がかりに― 

鎮守 琳 

(関西大学・院) 
15:55～16:25 

司 会  
藤原 優美 

（広島市立大学） 
 

 閉会の辞 16:25～16:30 

 (別 URL)拡大理事会 16:30～17:00 

↓ 
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分科会 B 

午前の部 

順 番 題 名 発 表 者 時 間 

研究発表 B－１ 
中国語の“V 得”様態補語文に関する考察 

―“V 起来”構文との比較を通して― 

顧 彬楠 

(名古屋大学研究員) 
9:30～10:00 

研究発表 B－２ “各”と“都”の違い 
張 瑩 

(北海道大学・院) 
10:00～10:30 

司 会 
加藤 晴子 

(東京外国語大学) 
 

研究発表 B－３ 
范畴化视角下 

日汉敲打类复合动词对比研究 

牛 迎春 

(西安外国語大学・院) 

共同発表者：陳 曦 

(西安外国語大学 教授) 

10:30～11:00 

研究発表 B－４ 
“就是说”和“也就是说” 

：主观性与交互主观性 

龐 龍傑 

(立命館アジア太平洋大学

嘱託講師) 

11:00～11:30 

司 会 
楊 彩虹 

(北海道大学) 
 

 昼 休 憩 11:30～13:30 

 (統一 URL) 
13:30～13:45 

表彰式 日中対照言語学会 論文賞 表彰式 『日中対照言語研究第 25号』 

基調講演 

講演者：下地 早智子(神戸市外国語大学) 

題 名：日本語と中国語における時空間指示とコミュニケーション 

司会：勝川 裕子(名古屋大学) 

13:45～14:45 

 休憩  兼  移動 14:45～14:55 

午後の部 

研究発表 B－５ 

認知的類型論観点に基づく 

日本語の｢使役移動表現｣についての習得研究 

―中国人日本語学習者を対象に― 

姜 雨軒 

(大連外国語大学・院) 
14:55～15:25 

研究発表 B－６ 

類型論的観点に基づく日本語の 

「自律移動表現」に関する習得研究 

―中国人日本語学習者を中心に― 

黄 巧霊 

(大連外国語大学・院) 
15:25～15:55 

研究発表 B－７ 

存現文における 

“V 来/V 去”の用法について 

―視点との関連において― 

張 凡 

(名古屋大学・院) 
15:55～16:25 

司 会 
続 三義 

(東洋大学) 
 

 閉会の辞 16:25～16:30 

 (別 URL)拡大理事会 16:30～17:00 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 
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分科会 C 

午前の部 

順 番 題 名 発 表 者 時 間 

研究発表 C－１ 
第二言語習得における 

「する」の不使用の誤用研究 

謝 蓉 

(関西学院大学・院) 
9:30～10:00 

研究発表 C－２ 
日本語の「感受」と中国語の“感受”の 

意味的相違の考察 

崔 子銘 

(京都外国語大学・院) 
10:00～10:30 

司 会 
安本 真弓 

(跡見学園女子大学) 
 

研究発表 C－３ 

意見調整の修正局面における 

確認要求表現の連鎖構築 

―日本語母語話者と 

中国人上級日本語学習者を対象に― 

王 詩凝 

(東北林業大学講師) 
10:30～11:00 

研究発表 C－４ 
真偽疑問文に対する応答詞の使用実態 

―性差と親疎差に着目して― 

王 凱男 

(岡山大学・院) 
11:00～11:30 

司 会 
豊嶋 裕子 

(東海大学) 
 

 昼 休 憩 11:30～13:30 

 (統一 URL) 
13:30～13:45 

表彰式 日中対照言語学会 論文賞 表彰式 『日中対照言語研究第 25号』 

基調講演 

講演者：下地 早智子(神戸市外国語大学) 

題 名：日本語と中国語における時空間指示とコミュニケーション 

司会：勝川 裕子(名古屋大学) 

13:45～14:45 

 休憩  兼  移動 14:45～14:55 

午後の部 

研究発表 C－５ 

『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』 

を利用した 

会話における接続詞「で」の習得について 

劉 洋 

(岡山大学・院) 
14:55～15:25 

研究発表 C－６ 

日本人中国語学習者によく見られる 

誤用について 

——初修中国語履修生の誤用例を中心に—— 

王 一萍 

(九州産業大学非常勤講師) 
15:25～15:55 

研究発表 C－7 なし 分科会 A または分科会 B にご移動下さい 

司 会 
呉 川 

(日本大学) 
 

 閉会の辞 16:25～16:30 

 (別 URL)拡大理事会 16:30～17:00 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 
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日中対照言語学会第４９回大会(２０２３年度 冬季大会) 
研究発表テーマ／発表者と発表要旨 

 

基調講演 

講演者 ：下地早智子（神戸市外国語大学 教授） 

題 名 ：日本語と中国語における時空間指示とコミュニケーション 

発表要旨： 

日本語と中国語には、対立概念によって体系を成す言語表現について、同じ場面で規則的にそれぞれ逆の語

彙や文法項目を選択する状況がある。この講演では、空間指示（「右」と「左」、「ウチ」と「ソト」、指示詞、

deicticな移動動詞）、および時間指示（時間詞、テンス・アスペクト標識）において、語彙や項目の選択に見

られる日中の相違を確認し、その背後には、対象を指示するための参照点の取り方の相違が一貫して働いてい

ることを指摘する。 

また、日本語と中国語では、無意識にとられるコミュニケーション行動においても、同じ場面で「礼儀正し

さ」に関する真逆の評価が付与される状況が見られる。すなわち、日本語話者にとって礼儀正しい言動が中国

語話者にとっては時に不快であり、中国語話者の言語コミュニティにおける好ましい言動が日本語話者には時

に非礼に感じられる場合がある。これは、文法と同様に「いずれが正しいか」という正誤の問題ではないが、

誤って人格の問題として解釈されてしまうことがある。この講演では、これまでに指摘されてきた事例を紹介

しつつ、コミュニケーションエラーの背景と、前半で述べた両言語の参照点の取り方の相違との関連について

議論する。 

次ページに続く 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

 



5 

 

研究発表 

分科会 A 

研究発表 A－１ 

発表者 ：馮 一峰（北洋大学 専任講師） 

発表題目：中国語の N上昇の欠如について 

発表要旨： 

Kayne (1994)が提案した LCA は構成素の非対称的 C 統御関係に基づいて線形順序を決めている。Chomsky 

(1995)は、Kayne (1994)が提案した LCA を修正し、それが音韻部門において適用され、線形順序を決定する

と提案した。Saito and Fukui (1998)は、一貫して主辞の同じ側に適用される併合は無標であり、コストがか

からないと指摘している。Fukui and Takano (1998)は、Kayne (1994)と Chomsky (1995)の基本的な洞察を

保持しつつ、Saito and Fukui (1998)の主張の背後にある直感に基づき、句構造と線形順序に関する理論を発

展させた。Fukui and Takano (2000)は、Fukui and Takano (1998)の提案を名詞句構造の分析に拡大し、日本

語の名詞主辞 N が元の位置にあり、英語の名詞主辞 N が N 上昇を経て D の指定部に移動すると提案してい

る。Fukui and Takano (2000)は、このように提案することによって日英両言語の名詞句構造の多くの異なる

特徴を説明できると主張している。本研究では、Fukui and Takano (1998, 2000)の議論を踏まえて、中国語の

名詞句構造を考察し、日本語と同じように N 上昇がないと主張する。 

 

研究発表 A－２ 

発表者 ：山田 祐也（立命館アジア太平洋大学 講師） 

共同発表者：堀江 薫（関西外国語大学 教授） 

発表題目： 付帯状況・継起解釈と動詞の意味特徴の関わり―連用形接続及び対応する中国語表現の観点から― 

発表要旨： 

従来、複文中の連用形は付帯状況を表さないとされてきた(日本語記述文法研究会 2008 など)。しかし、(1a, 

2a)の連用形は継起の他に ～タママ と同様の付帯解釈も可能である。本研究は、連用形が強い力動性タイプの

維持(森山 1988; Newman 2002)を表す際に付帯と継起解釈で曖昧になると主張する。 

(1) a. 組んだ両手を後頭部に当て、頭で手を押すように全力で 10 秒程度力を入れる。（武道：164） 

b. 將交疊的雙手放在後腦勺上，用頭全力將手往後推約 10 秒。             （武道：164） 

次に、(2b)は(2a)に類似して付帯と継起で曖昧だが、(1b)は(1a)と異なり付帯解釈が自然となる。本研究は、付

帯・継起解釈において中国語は日本語より複文が表す動作の焦点領域の影響を受けやすいと提案する。 

(2) a. 背筋は伸ばし、アゴを引いて相手を見る （武道：166） 

b. 背部伸直、收下巴、看著對手  （武道：166） 

(2b)では従属・後続節動作を個別に焦点化すると継起が成立するが、動作全体の焦点化では焦点領域が隣接し

付帯が成立する。一方、(1b)では従属・主節動作が頭部で起こり焦点領域が元々隣接しやすいため付帯解釈が

自然になる。 

 

研究発表 A－３ 

発表者 ：時 彦卿（名古屋大学・院） 

発表題目：目的語に定名詞句が用いられる存現文の描写機能 

発表要旨： 

  現代中国語では事物や事象の存在・出現・消失を表す文は「存現文」と呼ばれ、当該構文の目的語は、存在

する、現れる、消える事物を表し、一般に不定であることが指摘されている。 

(1) 墙上有一幅画。（*墙上有这幅画。） 

(2) 前面来了一个人。（*前面来了小王。） 

しかし、次の例(3)(4)のように、目的語に定名詞句が用いられる存現文が成立しないわけではない。 

(3) 房间的墙上悬挂着那幅人们熟悉的少年邓小平『留洋』时的照片。 

(4) 大堤上走来了与人民心心相印的江总书记。  （1998 年人民日报） 

この場合、目的語には一定の描写要素が含まれる必要がある。それは、定名詞句が存現主体としてだけでなく、

描写される対象でもあり、注目される価値を持ち、目的語の位置に現れる資格をもつようになるためである。

また、動詞句も、抽象的な存現義を表す典型的な存現動詞“有”、“来了”等とは異なり、例(3)の“悬挂着”では描写

対象の存在状態が際だっており、例(4)の“走来了”では描写対象の移動様態が強調されている。 

本発表では、目的語に定名詞句が用いられる存現文において目的語や動詞句がこのような具体性を必要とす

るのは、当該構文が存現主体描写機能を果たさなければならいためであると主張する。 
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研究発表 A－４ 

発表者 ：白 雪（西安外国語大学・院） 

発表題目：「V スギル」と“V 得太 A 了”の対照研究 ―動詞の特徴を中心に― 

発表要旨： 

「V スギル」と“V 得太 A 了”は日中「過剰」表現として使われている。そのなか、「V スギル」は程度を表

す限り、どのようなものとでも整合すると指摘されてきた（影山 1993）。実際に、「V スギル」が動詞句を修飾

する段階性のある副詞的要素が文中に存在する場合には、その要素が優先的に「スギル」の作用域となり、様々

な動詞が「－スギル」と結合できるが、段階性を帯びる副詞的要素が文中に存在しない場合、「－スギル」と結

合できる動詞が限られていると考えられる。その一方、“V 得太 A 了”は乖離義を表し、動補構造“VA 了”

の一種として研究されており、その独自の特徴があまり注目されていなかった。本研究は、動詞の特徴を中心

に、日中「過剰」表現「V スギル」と“V 得太 A 了”を分析する。 

 

研究発表 A－５ 

発表者 ：万 巨鳳（東北大学・院） 

共同発表者：上原 聡(東北大学) 

発表題目：日中両言語における感情形容詞の連用用法に関する一考察 ―快／不快の感情に着目して― 

発表要旨： 

本稿では、快／不快の感情に着目して、日中両言語における「〜を妬ましく見ている」（“嫉妒地看着”）のよ

うな感情形容詞の連用用法を扱った。特に、永谷(2022)で提示された内面的用法と外面的用法という区別につ

いて日中両言語で考察し、その結果、以下の三つのことが分かった。 

① 内面的用法で、動詞が「取り込み動詞」の場合、日本語では一定の条件下で「〜をまずく食べる」も成

立しうるのに対し、中国語では、“难吃地吃”は成り立たない。 

② 内面的用法で、動詞が認識動詞の場合、日本語では「つらく／嬉しく思う」のような連用用法を用いる

が、中国語では“痛苦/开心地想(着/道)”という連用用法と“觉得痛苦/开心”という表現を使い分け

ている。 

③ 外面的用法で、「看板が寂しく立っている」の場合、両言語の意味と構造が対応している。しかし、日

本語では「三人が〜を悲しく演じる」と言えるのに対し、中国語では“以感伤的方式演绎”或いは“生

动地表演”等と表した方が自然であり、“悲伤地演”だと、三人が悲しいという違う文意を表すことに

なってしまう。 

 

研究発表 A－６ 

発表者 ：胡 静（西安外国語大学・院） 

発表題目：日本語の比較構文における動詞述語について―連用修飾節を伴わぬ動詞を中心に― 

発表要旨： 

安達太郎(2001)、聶中華(2008)は比較構文の述語をめぐって考察を行ってきたが、述語のタイプについて意

見が一致しないところがある。例えば、聶中華(2008)は「持つ」のような所有動詞が比較構文に入れると指摘

したが、安達太郎(2001)は所有動詞を言及しない。一方で、従来の研究ではアニメ『スラムダンク』の一台詞、

「海南はどのチームよりも練習している」のような、連用修飾節を伴わぬ動作動詞を比較構文の述語に充てる

用法に言及されていないようである。それに、この台詞を中国語に訳したら、「海南队比其他队练习得多」にな

る。「多」ということは日本語の原文に出ないが、中国語の訳文にとって必要である。 

そこで、本研究は日本語の比較構文における動詞述語を研究対象として、先行研究で言及されない述語のタ

イプを補い、中日対照の視点から連用修飾節を伴わぬ動詞が比較構文に入れる条件やその原因を明らかにしよ

うとする。 

 

研究発表 A－７ 

発表者 ：鎮守 琳（関西大学・院） 

発表題目：元代の“哏”の意味と用法に関する一考察 ―朝鮮資料を手がかりに― 

発表要旨： 

現代中国語の形容詞述語文における副詞“很”は、形容詞の前に置かれて程度を表す用法以外にも文完結の

役割も担っている。“很”は、元来動詞、形容詞として用いられていたが、元代では程度を表す副詞として用い

られるようになり、現在に至ると説くのが従来の説である。ところが、王国栓、寧彦紅(2002)は、“很”の形

容詞から副詞への文法化の痕跡は見当たらないと指摘する。更に太田(2013)は、「元代では、《哏》，降っては《狠》，
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さらに降って《很》とかかれる」と指摘しているが、副詞として元代で現れた“哏”の当時の意味・用法につ

いていまだに検証がなされていない。 

  本稿では、元代の“哏”の意味・用法を検討した上で、“哏”には、程度を表す以外にも並列、累加などの意

味・用法が観察されており、更に現代中国語の形容詞述語文において文完結の役割をするようになる要素を備

えていたとの新たな解釈を提示する。また、“哏”の意味・用法を明らかにすることで、現代中国語の副詞“很”

の由来の解明にもつながると思われる。 

 

分科会 B 

研究発表 B－１ 

発表者 ：顧 彬楠（名古屋大学研究員） 

発表題目：中国語の“V 得”様態補語文に関する考察―“V 起来”構文との比較を通して― 

発表要旨： 

本発表では、次の例(1)のような受け手主語の“V 得”様態補語文を考察対象とする。 

(1)由于交通拥挤，出租汽车开得很慢。（《航空港(林肯机场风雪夜)》BBC） 

例(1) の“V 得”様態補語は「統語型動補構造」であり、動作の様子または結果の状態を表している。さらに、

例(1)は次の例(2)のような受け手主語の“V起来”構文と互換できる現象が観察される。 

(2)由于交通拥挤，出租汽车开起来很慢。 

例(2)のような構文は主語の属性を表しており、「中間構文」とも呼ばれている。先行研究では、以上の両構文は

統語的にも意味的にも類似性が見られるため、両者を平行している構造として様態補語文の一つの類型として

扱うべきであると指摘されている(熊仲儒 2010、蔡淑美 2012、付岩 2020 等参照)。本発表では、「主語 NP の

性質」、「両者の互換性」、「出来事の現実性」、「“被”との共起状況」及び「主観性と客観性」という五つの側

面から、“V 得”様態補語文と“V 起来”構文との比較を通して、両構文の相違及び使い分けを明らかにする

ことで、“V 得”構文の形式的及び意味的な特徴を究明する。 

 

研究発表 B－２ 

発表者 ：張 瑩（北海道大学・院） 

発表題目：“各”と“都”の違い 

発表要旨： 

中国語の“都”の機能については研究者によって意見が違うが、その多くが“都”が分配演算の機能を持つ

と認めている。しかし、中国語では別に“各”という分配演算子が存在するものの、なぜ“都”が必要なのか、

“都”と“各”の機能的違いと、構造的違いは何なのかについては検討されていない。 

本発表では、“都”、“各”、“都各”の用例について考察し、更に“各”と“都”の機能を分析し、両者の構造

的違いについて生成文法の枠組みで検討する。 

本発表では、①“都”は VP 内の要素しか量化しないが、“各”は文脈における要素も量化できること、②

“都”構文における TP の周辺位置に出来事の項が存在するが、“各”構文における TP の周辺位置に出来事

の項が存在しないこと、の二点を主張する。 

 

研究発表 B－３ 

発表者 ：牛 迎春（西安外国語大学・院） 

共同発表者：陳 曦（西安外国語大学教授） 

発表題目：范畴化视角下日汉敲打类复合动词对比研究 

発表要旨： 

在日汉语言中，敲打类复合动词语义虚实结合，如“打碎冰块、氷の塊を打ち砕く”。已有研究认为 V1“打、

打ち”的意义已经虚化为形式动词，不表示任何具体的动作内容，仅表示某种外力在作用，施加何种外力无从知道。

(杨晓敏 2008，崔婷、崔健 2016)除此之外，根据我们的调查，实际语料中存在“张三敲平了那块金属、太郎がそ

の金属を叩き延ばした”等表达，其中动词“敲平、叩き延ばす”本身并无致使意义，但整个构式却有导致结果

之意，存在较大研究空间。 

鉴于此，本文以敲打类复合动词为研究对象，综合运用多元语料融合法和基于R语言的构式搭配分析法收集、

处理并解析语料数据，考察其所出现的句法环境，从实际语料中归纳其论元结构和语义特点，从范畴化视角探讨

其语义虚化渐变的认知动因。研究初步认为：(1)敲打类复合动词语义虚化程度与动词 V2 的语义类型有关；(2)

敲打类复合动词语义虚化程度由高到低表现为“达成类复合动词(敲平、叩き延ばす)＞活动类复合动词(打碎、打

ち砕く)”。 
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研究発表 B－４ 

発表者 ：龐 龍傑（立命館アジア太平洋大学 嘱託講師） 

発表題目：“就是说”和“也就是说”：主观性与交互主观性 

発表要旨： 

在先行研究中，将“就是说”和“也就是说”等量齐观不加区别的研究屡见不鲜，如史、胡 2013，董 2003

等。此外，相关的字典解释也主张二者同义或近义，如《白水社中国語辞典》等。二者近义或同义，可从下例观

察到。 

(1) 孩子不能放任自流，也就是说，必须严加管教。(中日辞典 2016) 

(2) 孩子不能放任自流，就是说，必须严加管教。 

虽然二者在很多语境中可通用，且产生的认知或理解并无明显差别，但不可把二者等同而视。首先，在语义

构成上，有无“也”是其最直观的区别。而且，在某些具体语境中，其不同也显而易见，如下所示。 

(3) 早晨，[…]小路上停着一辆蒙了黑纱的汽车。从一个楼门里出来七八个人左臂都戴着黑纱，楼门前[...]

四五个人左臂都戴着黑纱，那汽车里还坐着几个人左臂也都戴了黑纱。就是说/??也就是说，有一个男

人死了。(史铁生《钟声》) 

因此，就二者是否同义以及如何不同，仍有待商榷。本报告将借用“主观性”和“交互主观性”（Nuyts 2014）

的理论框架，通过分析具体实例，来解析二者在语义及语用上的不同。 

 

研究発表 B－５ 

発表者 ：姜 雨軒（大連外国語大学・院） 

発表題目：認知的類型論観点に基づく日本語の｢使役移動表現｣についての習得研究 

―中国人日本語学習者を対象に― 

発表要旨： 

   本稿は､使役移動事象において経路や使役手段がどのように言語化されるか､中国人日本語学習者を対象に考

察する｡中国語は使役手段を主要部にすることが多いが､日本語は経路を主要部とした形である｡また､中国人日

本語学習者は｢上方｣､｢中｣などの方位詞が多用される(Lamarre,2017:98)｡更に､中国人日本語学習者は経路動

詞を使用する傾向がない(张丽虹,2020:45)。 

   そのため､中国人学習者は母語と異なる語彙化パターンに属する日本語をどのように習得しているのか興味

深いと思われる｡したがって､本稿は日本語専門の中国人日本語学習者を対象に､言語産出実験により､学習者レ

ベルごとに､経路の表出方法､使役手段場面ごとの表現パターンなどの使役移動事象の言語表現の特徴を総合的

に考察する｡実証の角度から中国人学習者の使役移動表現の語彙化パターンを究明し､日本語教育への示唆を示

す｡ 

 

研究発表 B－６ 

発表者 ：黄巧霊（大連外国語大学・院） 

発表題目：類型論的観点に基づく日本語の「自律移動表現」に関する習得研究 

―中国人日本語学習者を中心に― 

発表要旨： 

  移動表現は基本的な言語表現であり、各言語における移動を表す手段があり、表現形式は言語によって異な

る。日本語は典型的な「動詞枠付言語」であり、自律移動表現の場合も経路がよく主要動詞で表される。日本

語学習者は自律移動表現を産出した場合はどうなっているのかについて興味を持つ。自律移動表現の習得研究

を考察する場合、考察対象はこれまでの研究は、ヨーロッパ言語を中心に広く行われ、英語学習者に焦点が当

てられており、中国人日本語学習者の習得研究はまだ少ないようである。 

よって、本研究では Talmy、松本の類型論と語彙化パターンの理論的枠組みに基づき、ビデオ映像を使用し

た言語産出実験により、初級、中級、上級レベルの中国人日本語学習者による自律移動表現について考察する。

三つのグループの間に比較し、三つの側面を注目し結果を示す。1)各移動構成要素がどのくらいの頻度で表示

されるのか、2)経路概念はどの位置で表されるのか、3)主要部ではどのような移動構成要素が表されるのか、

という点であり、学習者言語の特徴を考察する。 
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研究発表 B－７ 

発表者 ：張 凡（名古屋大学・院） 

発表題目：存現文における“V 来/V 去”の用法について―視点との関連において― 

発表要旨： 

  第三者に関する移動表現では、“V 来/V 去”の使い分けは、通常話し手が選択した視座(主に移動先と移動行

為者に分けられる)に影響されると考えられている(古賀 2018 など)。例えば、“小李向学校走来/走去。”と

いう文において、話し手が移動先である“学校”を視座とする場合には“走来”が使われ、話し手が移動行為

者である“小李”の視座から移動経路を説明する場合には“走去”が使われる。しかしながら、コーパスでは、

例(1)のような“V 去”が使われたケースよりも、例（2）のような“V 来”しか成立できない方が一般的で、

これは存現文では話し手が移動先を視座とする傾向があることを示唆している。 

(1) ……远近的茅屋顶上都爬上去了人…… (《活着》余华/BBC) 

(2) 通往县城的大路上走来了一老一少两个人。(齐沪扬 1996：56) 

本発表では視点の観点を援用し存現文における“V 来/V 去”の使い分けに影響を与える要因を考察してい

く。話し手が移動先を視座とする動機付けを究明するとともに、“V 去”が用いられた存現文には、どのよう

な意味的・統語的な制限があるのかを分析する。 

 

分科会 C 

研究発表 C－１ 

発表者 ：謝 蓉（関西学院大学・院） 

発表題目：第二言語習得における「する」の不使用の誤用研究 

発表要旨： 

「する」は日本語の学習の重要な項目であり、中国語母語話者の日本語学習者が「する」を運用する際に、

様々な誤用が見られる。作文コーパスから、「７時から８時まで、教室で勉強<〇→し>ます。」のような用例が

見られる。従来の先行研究は主に「サ変動詞」の誤用(張 2021)、機能動詞結合(岡嶋 2019)などの側面から学習

者による誤用への考察が行われている。しかし、問題点としては、２点あり、「する」の不使用を中心とした研

究がないことと誤用要因で解釈できない用例があるため、誤用メカニズムに不足点がある。 

本研究は作文コーパスから「する」の不使用の用例を抽出し、誤用実態を明らかにし、誤用メカニズムの不

足を補足することを目的とする。誤用考察を通し、誤用の傾向性が分かり、「する」の誤用メカニズムの解明に

糸口を見つけた。 

 

研究発表 C－２ 

発表者 ：崔 子銘（京都外国語大学・院） 

発表題目：日本語の「感受」と中国語の“感受”の意味的相違の考察 

発表要旨： 

本稿は日本語の「感受」と中国語の“感受”を考察対象とし、語源、対応する訳語の特徴、及び共起する名詞

の相違を考察し、意味的相違、主体または対象とのコロケ一ションの相違を明らかにするものである。日本語

と中国語の「感受」は、いずれも共通的な用法もあれば、違いもあることが分かる。一方、辞書に掲載されて

いる各語のコロケ一ション情報が十分とは言えないため、筆者はコ一パスを用いて使用頻度の高いコロケ一シ

ョンについて調査し、定量的な分析を行うことを試みる。 

「喜怒哀楽」を表す名詞と共起する場合、中国語では、“感受”という動詞がよく用いられるのに対して、日

本語では、「感じる」を用いることが多い。中国語の“感受”の一部の使い方は日本語の「味わう」にあたる場合

もある。本論文では日本語の「感受」と中国語の“感受”の微妙な意味や用い方の相違、及び辞書的な解釈の問

題点を指摘する。 

 

研究発表 C－３ 

発表者 ：王 詩凝（東北林業大学 講師） 

発表題目：意見調整の修正局面における確認要求表現の連鎖構築 

―日本語母語話者と中国人上級日本語学習者を対象に― 

発表要旨： 

意見調整場面においては、先行の提案に対する懸念がある場合、適合させるために修正が行われることが重

要である。その際に、日本語母語話者には確認要求表現によって連鎖が構築されながら談話が展開されていく。

本発表では、日本語母語場面と日中接触場面の課題解決型談話を分析資料とし、意見調整の修正局面において
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どのような連鎖の類型が見られるかを明らかにすることを目的とする。そして、なぜそのような使用傾向が見

られるかを考察するために、中国語母語場面の課題解決型談話を用いて、学習者の母語に見られる特徴が日本

語の使用傾向と関わるかどうかについても検討する。 

その結果、日本語母語話者には「提案」に言及する場合、「よね」は【微調整】、「じゃないか」は【修正】に

おいてそれぞれ現れやすい。学習者による確認要求表現の使用が母語話者と比べて少なく、問題をふまえない

まま直接に修正案が導入されるという展開が見られた。このような使用傾向は中国語母語場面にも見られるこ

とから、母語の影響を受ける可能性があると考えられる。 

 

研究発表 C－４ 

発表者 ：王 凱男（岡山大学・院） 

発表題目：真偽疑問文に対する応答詞の使用実態―性差と親疎差に着目して― 

発表要旨： 

応答詞に関する研究は主にその機能や用法を記述するものが多く、社会言語学の視点からその使用実態を考

察した研究はまだ少ない。応答詞の使用には性差と親疎差があるかどうか、また話し手の性別だけではなく、

聞き手の性別が話し手の応答詞の使用に影響を与えるかどうかについてはまだ解明されていない。 

そこで、本研究はコーパスを使用し、応答詞と性差、親疎差の関係について調査及び負の二項回帰分析を行

なった。さらに、実際の発話例を示し、社会的性役割期待と応答詞の機能の二つの観点から、調査の結果を分

析した。その結果は以下のようになる。 

(1)「はい」は男性の会話と、初対面の会話に、「うん」は女性の会話と、既知の関係の会話に多く用いられ

る。「ええ」は性差なしで、初対面の会話に多く用いられる。「いや」の使用頻度は性差と親疎差とは関

係がない。 

(2) 男性の応答詞の使用には、聞き手の性別による変化が見られないが、女性の応答詞の使用において、聞

き手が男性の場合、女性の「はい」の使用頻度が増加し、「うん」の使用頻度が減少する傾向が見られる。 

本研究は学習者の応答詞に対する理解、習得およびコミュニケーション能力の向上に役立つものである。 

 

研究発表 C－５ 

発表者 ：劉 洋（岡山大学・院） 

発表題目：『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』を利用した会話における接続詞「で」の習得について 

発表要旨： 

接続詞「で」に関して、学習者に使用が少ないと指摘されているものの、その使用実態に関する詳細な調査

が見られない。本発表では、『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』を利用し、日本語学習者の会話文にお

ける「で」の使用を日本語母語話者と比較しながら、二つの調査を行った。まず、母語・学習環境別と日本語

のレベル別から「で」の出現を量的に分析した。その結果、「で」の習得に影響を与える要因は、学習環境と学

習者の日本語能力レベルが観察された。具体的には、国内自然環境での学習者は、教室環境での学習者より、

「で」の使用を早期に開始し、さらに使用頻度も高い。また、海外環境での学習者においては、日本語の能力

レベルが上昇するにつれて「で」の使用頻度も増加する傾向が見られた。 

次に、発話中の「で」の直前に現れる表現の種類を調査した。調査により、日本語母語話者および中上級の

中国語母語話者によって「で」が「テ節」の後に頻繁に使用されている一方、韓国・英語母語話者によっては

感動詞や文末表現の後に使用されていることが明らかになった。この違いは、情報提供する際、異なる発話の

仕方によるものだと考えられる。 

 

研究発表 C－６ 

発表者 ：王 一萍（九州産業大学 非常勤講師） 

発表題目：日本人中国語学習者によく見られる誤用について——初修中国語履修生の誤用例を中心に—— 

発表要旨： 

誤用の重要性を主張した Corder は、学習者の「誤り」は学習過程のある時点で、学習者が使っている言語

の体系の証拠を提供してくれており、「誤り」は学習者自身にとって不可避なものであると述べている 。日本

と中国とは同じ漢字文化圏に属していることから、中国語を第二外国語として選択する学生が少なからずいる

と思われる。しかし、日本人学習者に習得した単語・文型を用い、作文の課題を与えたところ、共通する誤用

がよく見られた。これらの誤用のパターンを事前に把握しておけば、教員は学生の学習上の難点も察知でき、

指導する際のヒントもまた得られると考えられる。 

本発表は初修中国語履修生(78 名)による誤用例を資料とし、中国漢字の書き方・文法によく見られる誤用と
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いう 2 つの項目に分け、各項目を更に細かく分類し、誤用と正用を共に提示することで、誤用の傾向とその要

因を明らかにすることを目的とする。また、第二言語習得の理論に基づき、中国語の学習効果を高める教授法

を提案することにより、今後の中国語教育に役立てていこうとするものである。 

 

 

以 上 


